
第１学年生活科学習指導案

１．単元名 「すごいぞミッケ！ ぼく・わたしのかぞく」

こんな単元のとらえ方で
《子どもの実態》生活科の学習がスタートして5ヶ月。自分の身近な「ひと・もの・こと」に興味をも
って積極的に関わることができている。また，自分たちが体験したことを通して，気付いたことを絵や
文で表現できるようになってきた。
入学して子どもたちは，各家庭では，お手伝いとしての仕事を入学当初から続けている子どもが多い。

また，入学して時間割や家庭学習をすることや自分で起きることなど，自立面でも保護者の協力のもと
意識をもって続けている。保護者も家庭内の仕事を手伝うよりも自分のことは自分でできるようになっ

て欲しいと自立の成長を望む声が多い。
夏休みの課題として，家族の一員として意識をもたせるために「できる仕事」を決めさせ取り組ませ

た。食事の準備や風呂掃除に挑戦したり，規則正しい生活を送るように努力をしたりしてきた。子ども
なりに頑張ってきたが，それは，頑張った自分を意識しただけで，自分が家族の一員として家族のため
にできることをしようと考えたわけではない。
《教材の価値》本単元は内容（２）「家庭生活を支えている家族のことや自分できることなどについて考
え，自分の役割を積極的に果たすとともに，規則正しく健康に気をつけて生活をすることができるよう
にする」を軸にして，家庭生活の中の仕事に目を向けさせ，家族との触れ合いを中心に活動を展開した
ものである。子どもが，家族のこと，家族とともにしていること，家族にしてもらっていることなど自
分の家庭生活を見つめ直し，自分自身のことや家庭における役割など自分でできることを進んで行うよ
うになることを目指している。
家庭は，子どもたちにとって生活の場であり，自分を支えてくれるところである。しかし，子どもた

ちは，あまりに身近すぎて，家族の一人一人が家庭生活を支えていることや自分の役割について意識し
ないで生活をしていることが多い。

そこで，子どもたちが，家族とともにしていることや家族にしてもらっていることを振り返る中で，
家族・家庭の温かさを実感し，家族一人一人の良さに気付かせたい。また，自分のことは自分でやり，
さらに家族の中で自分はどんなことができるだろうと考え，それを1年生になりに自分の役割ととらえ
生活に生かす意欲をもたせることができる価値ある単元と考える。
こんな活動で
《であう過程》
上靴を洗う共通体験や家庭内での仕事と分担を調べさせることで，家庭の仕事，家の人の仕事の多さ，

友だちはしているけど，自分はしていないことがあることに気付かせ，活動への意欲をもたせる。その
中から，家族の一員としてできる仕事を見つけ，家族の思いと自分の思いを合わせて自分で取り組む仕
事を決め実践をさせる。
《つくる過程》
家庭での実践が中心になるために，「おしごとかーど」に活動の様子を記録させる。保護者のアドバイ

スや励ましの言葉と教師の支援を繰り返すことで，活動への実感をもたせ，意欲を継続させ，気付きを
高めさせる。また，自分の役割を積極的に果たすことの大切さに気付かせたい。
自分たちの家庭での実践を見直す中間報告会や実践後の報告会を行うことで，友達同士で認め合う場

の設定を行い，お互いの成長に気付かせたい。
《いかす過程》
家庭での実践の振り返りから，「家の人は毎日続けてくれている。」「疲れて帰ってきても仕事をしてい

る。」と家族を心配する内容や，家族からの手紙の「仕事が早く終わって，ゆっくりできる。」という
内容を取り上げ，家族への手紙を書かせる。その手紙の渡し方について交流し，家族の団らんや家族で
過ごす楽しみのために，自分でできることを計画し，実践することで子どもたちに充実感や自信をもた
せる。

こんな子どもたちに
○ 自分と家族のかかわりに関心をもち，家族のよさに気付き，自分でできそうなことを進んで行うこ
とができる。 （関心・意欲・態度）

○ 家族のことや自分でできることを考え，自分が実践したことを表現することができる。
（思考・表現）

○ 家族とのかかわりを通して，家族の温かさや大切さ，自分の役割について気付き，意欲と自信をも

って生活することができる。 （気付き）



２．指導計画（全１３時間）

過程 主な学習活動と内容 配時 自ら学びを進める子ども像 支 援

で

あ

う

つ

く

る

１．じぶんのうわぐつをあらおう。

（１）上靴を洗い，全体交流をする。

２．おうちのなかのしごとをしらべてはっぴ

ょうしよう。

（１）調べたことを発表する。

３．じぶんがするしごとをかんがえよう。

（１）家の中で自分ができる仕事を考える。

（２）考えた仕事を模擬体験して，実践の仕

事を決める。

各家庭で実践をする。

３．ほうこくかいをしよう。(中間報告会)

（１）報告会の準備をする。

（２）報告会をする。

２

１

２

①

①

本

時

〇

組

２

①

①

本

時

〇
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○上靴を洗う体験を

通して，家庭での仕

事や自分の仕事に

ついて考えている。

○家庭で調べたこと

を発表し，仕事の内

容・量・役割につい

て気付いている。

○調べたことや友だ

ちの発表で，できる

仕事を考えている。

○家庭の仕事を模擬

体験することで，自

分の生活と結びつ

けて仕事を決めて

いる。

○友だちに分かりや

すい方法で準備を

している。

○自分が家で実践し

たことを多様な方

法で表現している。

○活動中の対話の中か

ら毎週している子ど

もの発言を取り上げ

る。

○家庭へ事前にお願い

をしておく。

○子どもが一人で任さ

れている仕事に着目

させる。

○家庭内には，たくさ

ん仕事があり，分担

があることを実感さ

せる。

○前時の学習のプリン

トを基に，考えさせ

発表をさせる。

○前時に出た仕事が体

験できる場の設定を

行う。

○どの方法が伝わりや

すいか考えさせる。

○報告が伝わりやすい

場の設定やグルーピ

ングを考え，交流を

させる。

・お家の中には，たくさん仕事があるね。
・お家の人がしている仕事が多いね。
・自分はしてないけど，友だちはしている
仕事があるよ。

学校へ着て
いく洋服を
自分で決め
ています。

食器運びを
お兄ちゃん
と一緒にし
ています。

お風呂掃除
をお父さん
が，毎日し
ています。

・風呂掃除をします。
・お家の人は喜んでくれるかなぁ。
・○○ちゃんから教えてもらったから大丈
夫です。

友だちがし
ていること
は自分もで
きそうだな
ぁ。

お兄ちゃん
と一緒に皿
を洗ったら
早く終わっ
て助かるか
な。

お風呂掃除
は，お兄ち
ゃんがして
いるので，
ぼくも出来
そうです。

かかととか
かとを合わ
せて，靴を
並べていま
す。

お兄ちゃん
と一緒に皿
洗いをして
割らないよ
うにしてい
ます。

きゅっきゅ
っと音がす
るまで，ス
ポンジでき
れいにして
います。

・自分で洗っている友だちもいるんだね。
・ぼくは，いつも自分で洗っているよ。
・おうちの人と約束をしたんだ。
・他にもお家の中は仕事があるのかなぁ。

初めてだか
ら，うまく
できなかっ
たよ。

○○君はと
ても上手で
洗い方もよ
く知ってい
たよ。

○○さんか
ら，教えて
もらったら
できたよ。



い

か

す

各家庭で実践をする。

４．まかせてあんしんほうこくかいをしよう

（１）報告会の準備をする。

（２）報告会をする。

５．にこにこだいさくせんをしよう。

（１）にこにこ大作戦の内容を考える。

（２）にこにこ大作戦の準備をする。

家庭で実践をする。

６．これまでのかつどうをふりかえろう。

（１）にこにこ大作戦の報告をする。

（２）これからの家庭生活を考える。

２

①
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①

本

時

〇

組

１

○どんな方法で報告

をするか考えてい

る。

○実践したことを動

作や絵，写真を使っ

て友だちに分かり

やすく話をしてい

る。

○家族と楽しい時間

を過ごすにはどう

したらいいかを考

えている。

○家庭で実践できる

ように友だちにし

て見せたり，お互い

にアドバイスをし

あったりしている。

○これまでの活動を

振り返って，家族の

いいところや自分

の頑張ったことに

気付き，これからの

家庭生活について

考えている。

○前回の中間報告会の

発表を想起させる。

○事前に保護者にお願

いをして，写真やビ

デオの撮影をしても

らう。

○発表内容を事前に把

握し，個別に支援を

行っておく。

○今までのがんばりカ

ードを振り返らせさ

せる。

○場の設定，グルーピ

ングを配慮し，教師

が一緒に活動した

り，友だち同士アド

バイスできたりです

るようにする。

○プリントや頑張カー

ドから学習を振り返

らせ，自分の変容に

気付かせる。

○保護者のコメントに

着目させる。

・うまくいかないところを，友だちから教
えてもらいました。

・みんなおうちで頑張っているから，自分
も頑張りたいです。

・おかあさんから，続けて欲しいといわれ
ました。できるようになりました。

・お家の人のために，他の事を考えて，楽
しく過ごしたいです。

くつは，は
きやすいよ
うに，並べ
ると家族が
喜ぶよ。

毎日頑張っ
たので，お
兄ちゃんが
いなくても
できるよ。

お家の人が
お風呂が気
持ちがいい
といってく
れました。

・わくわくします。家族と楽しく過ごした
いです。

・友だちにアドバイスをもらったので，練
習をします。

・

ぼくは，家
族でゲーム
大会をしま
す。楽しく
し た い で
す。

家族にわた
しの好きな
本の読み聞
かせをした
いです。

家族で，朝
散歩をして
通学路のこ
とを教えま
す。

ぼくは，おかあさんがこしがいたいの
で，おうちのおふろそうじをつづけてが
んばりました。きゅきゅとおとがするよ
うにみがきました。おうちのひとが「き
もちよかった。」とよろこんでくれまし
た。ほかのしごともみつけてがんばりた
いです。

ありがとう
って言われ
てとても嬉
しかった。

続けて頑張
ってよかっ
たです。他
にもできる
ことをした
いです。

クラスのみ
んなが，た
くさんの仕
事を頑張り
ました。



３．本時□□□５／１３□□□１年〇組教室□□

４．本時目標

○ これまでの学習を振り返り，模擬体験を通して，家庭で実践する仕事に対して、自分の理由を

もって決定することができる。 （思考・表現）

５．本時指導の考え方

手立て１ 家庭で実践する仕事が模擬体験できる体験活動の場の設定

事前に自分が実践する仕事の仕方を調べたり，家の人を観察したりさせ，模擬体験に見通しをもた

せるようにする。また，調べたことで，友だちに教えたり，分からないところを聞いたりすることが

でき，家での実践に向けて意欲が向上すると考えられる。

子どもたちにとって実践する前に，模擬体験をすることは，

①家での実践にあたって，見通しをもつことができる。

②友だちと教え合ったり，解決したりすることで仕事に自信をもつことができる。

③家の人の気もちになって考えることができる。

このように，模擬体験をすることで，家での実践に見通しをもち，意欲的に実践ができると考える。

また，模擬体験中の子どもたちの発言や行動を

①めあてを確認し，体験に没頭している。

②友だちに教えたり，聞いたりしている。

③対話をすることで，家族への思いをもっている。

以上の３つの見取りの視点で見取っていくことで，交流活動の中で，意図的指名をしたり，発言をつ

なげさせたりすることで，家族のことを考えた理由につなげていきたい。

手立て２ 模擬体験をしたことを表現する交流活動の場の設定

模擬体験後の交流活動を設定し、意思決定場を２回設ける

① 自分の仕事の模擬体験をして，それぞれが思ったことを発表させ、家庭で実践する仕事を再

度考えさせる。

② 仕事を変えなかった理由や変えた理由を発表させる。最終的な仕事の決定をさせる。

①では、体験したことで、うまくできた所や難しかった所を発表させることで、仕事の技能面に目

を向けさせ、仕事を選択させる。次に、②では、仕事を変更しなかった理由と変えた理由を問い返す

ことで，それぞれの思いや家族への思いに分けて引き出したい。このように、２つのステップで子ど

もたちに仕事について考えさせ、学習の流れや子どもたちの発言を板書で整理をすることで、前時に

決めた仕事と模擬体験後とを比べさせ，最終的な仕事決定させていく。このことから、子どもたちが

それぞれの願いや思いをもって家庭での仕事をどのように実践していけばいいか見通しをもつことが

できると考える。

本時仮説

子どもたちが家族の仕事に目を向け，仕事をしたいという思いをもてるようにするために，

①家庭で実践する仕事が模擬体験できる体験活動の場の設定

②模擬体験をしたことを表現する交流活動の場の設定

を行えば，家族のことを考え仕事に取り組むことができるであろう。

目指す子ども像
ぼくは，おうちのしごとをしらべて，おふろそうじをしようとおもいました。きょう，おふろ
そうじのれんしゅうをしたときに，○○ちゃんからすみっこもきれいにするといいよとおしえて
もらいました。
ぴかぴかにしたいです。



６．本時展開

学習の活動と内容 支援

１．本時の流れとめあてを知る。

（１）前時の「今日の学習を発表する」

（２）今日の学習の流れを知る。

（３）めあてを知る。

２．自分が決めた仕事を体験する。

（１）仕事別グループで模擬体験をする。

３．体験したことを全体交流で発表をする。

（１）体験で思ったことを発表し、実践す

る仕事について考え仮決定をする。

（２）実践する仕事の理由を発表する。

（３）実践する仕事を決める。（最終決定）

４．今日の活動を振り返り「きょうのがくし

ゅうで」を書き，発表する。

○一人一人のめあてを確認させることで，活動の

見通しをもたせる。

○事前に子どもたちの決めた仕事を把握してお

く。

○今日の活動につながる前時の「今日の学習で」

を読ませることで，本時の学習の内容につなげ

る。

○体験活動：決めた仕事の見通しをもたせるため

に模擬体験を行う。

活動しやすいように場の設定をする。子どもた

ちに気付かせたいところは，一緒に活動したり，

手本を見せたりする。

見取りの視点で，子どもの活動を見取る。

○発問：対話をして，子どもたちの発言を価値付

ける。

○交流活動：体験活動した中で試行錯誤したこと

を出し合う交流活動を行う。

模擬体験の感想を基に発表をさせ、技能面に

目を向けさせる。

○発問：家族へ目を向けさせるための発問を行う。

○板書の工夫：仕事の決定や本時の学習を振り返

り，「きょうのがくしゅうで」につ

なげる。

仕事を実践する理由を観点別（変える・変えな

い）に分けて板書する。

模擬体験前の自分の思いと比べさせ，家庭で実

践する仕事を決定させる。

めあて
いえでするしごとをやってみよう！

お家の中にはたくさん仕事

がありました。ぼくは，お母

さんが腰が悪いから，玄関掃

除をしたいです。

食器を洗う
とお母さん
が「助かる
よ」といつも
言うんだよ。

お家の人の
様子を見て
きとおりに
やってみよ
う。

僕は，風呂洗
いをするよ。
おうちで見
てきたこと
をやってみ
よう。

たくさんの
食器を早く
洗うことが
できたよ。

上手にテー
ブルを拭く
ことができ
たよ。

お風呂のを
洗う時は，中
に入った方
がいいと○
○君が教え
てくれたよ。

・スポンジの動かし方が上手
だね。

・なぜこの仕事？
・おうちの人が忙しいからこ
の仕事を選んだんだね。

・○○君はなぜ，その仕
事に決めたのかなぁ？

・○○さんはどうして、
仕事を変えたのかな
ぁ？

食器洗いは
お母さんが
た助から、変
えないよ。

テーブル拭きは簡
単だったよ。ゴミ
捨てに変えよう。

お風呂掃除
より、トイレ
掃除が役に
立つかなぁ。



３．本時 ７／１３ 体育館

４．本時目標

○ 家庭で実践してきた仕事の報告会を通してお互いの頑張りを知り，自分の思いを大切にして，

これからも仕事に取り組む意欲をもつことができる。 （関心・意欲・態度）

５．本時指導の考え方

手立て１ 子どもが実践してきた仕事を中間報告し合う体験・表現活動の場の設定

発表やアドバイスがしやすいように構成した同質の少人数グループで，自分が今まで頑張ってきた

仕事を中間報告することは，

①家での実践を友だちに見てもらい，「よかったこと」を伝え合うことで自信と喜びをもって実践

をすることができる。

②お互いに「こうしたらいいよ。」とアドバイスをし合うことで，仕事を進める際に困っているこ

とを解決できる。

というよさがあり，これからも仕事を進める意欲につながると考えられる。

手立て２ 体験・表現活動を振り返り，クラス全体で認め合う交流活動の場の設定

同じグループで報告をして交流したことや考えた事を全体交流で発表することは，

（１）報告してよかったことを発表することで，他のグループも皆それぞれが一生懸命に仕事をし

ている事に気付き，問題を解決し，お互いに認め合うことができる。

（２）「これからも同じ仕事を続けますか。」と発問をし，理由も発表させることで，子どもの仕事

をする思いを大切にし，進んで仕事に取り組む意欲をもつことができる。

（３）補助簿に，①友だちのいいところを見つけた ②アドバイスをもらった ③家族への思いを

述べたかという観点を決めて子どもの発言・行動を見取り，指名をすることで，全体交流を活

発にすることができる。

（４）発問に対し，子どもたちの発言を「つづける」「かえる」「ふやす」に分けて板書に整理する

ことで，学習を振り返る際，仕事を進める理由に気付き，「きょうのがくしゅうで」を書きやす

くする，と考える。

手立て３ 指導方法工夫改善教員との連携

担任と指導方法工夫改善教員で授業を展開することは，以下のような学習活動効果があると考える。

①全体を T１が見てまわり，配慮を要する仕事を報告するグループにはT2 が付き，用具の使い

方等に気を配ることで，安全に報告会を進めることができる。

②それぞれが見取りの視点を持つことで，多くの子どもたちを細やかに見ることができる。

③全体交流を活発にさせ，子どもの発言をできるだけ多く紹介するために，原則としてT1 話し

合いを進め，T2 が整理をして板書をする。また T２も発問や，担任が気付かなかった発言への

価値付けの紹介を行うことで，子どもの考えをより深めることができる。

本時仮説

子どもたちが進んで「自分の仕事を頑張りたい。」という思いがもてるようにするために，

①子どもが同じ仕事のグループで報告をし合う体験・表現活動

②体験・表現活動を振り返り，全体で話し合う交流活動

を行えば，自分の仕事に自信をもって続けていくことができるであろう。

目指す子ども像
わたしは，きょうともだちに「おふろのあらいかたがじょうず。」といわれてうれしかったです。
「つよくこするとぴかぴかになるよ。」とおしえてもらったから，かぞくがきもちよくおふろには
いれるように，がんばっておふろそうじをつづけたいです。



６．本時展開

学習の活動と内容 支援

１．本時の流れとめあてを知る。

（１）前時の｢きょうのがくしゅうで｣を発表す

る。

（２）今日の学習の流れを知る。

（３）本時のめあてを知る。

２．グループで自分が実践した仕事を発表する。

（１）家でしている仕事の報告をする。

（２）うまくできたところを教え合い，分から

ないことを解決する。

３．各グループで考えたことを全体交流で発表

する。

４．今日の活動を振り返り，「きょうのがくし

ゅうで」を書いて発表する。

○前時の「きょうのがくしゅうで」を読ませること

で，本時の活動に意欲をもって取り組ませる。

○各グループでめあてを確認させることで，活動の

見通しをもたせる。

○体験・表現活動：家で実践した仕事を報告する。

（Ｔ１）

活動しやすいように場の設定をする。水を使用す

るところや，包丁を使用するなど配慮を要する仕事

を報告するグループには教諭が付く。（Ｔ２）

○発問：対話をして，子どもたちの発言を価値付け

る。

（Ｔ１）

(Ｔ２)

○交流活動：グループでの体験・表現活動を振り返

り，全体で交流活動を行う。

他のグループも皆それぞれが一生懸命に仕事をし

てきた事に気付き，これからも自分の思いをもって

仕事に取り組む姿につなげる。（Ｔ１）

○発問：お互いを認め合うために発問を行う。

（T1）

○発問：自分の思いをもって仕事を進めるために発

問を行う。

（T２）

○補助簿をもとに，家族への思いをもった児童に意

図的指名をする。

今まで頑張ってきて，お風呂の洗

い方が上手になったから，みんな

に見てもらいたいです。

めあて

「わたしに○○○はまかせて！だいさくせん」

のほうこくをしよう。

・これからも同じ仕事を続けます
か？

・先生は続けて欲しいと思っていた
けど，なぜ他の仕事をしたいのか
な？わけを教えてください。

・その仕事で気をつけているこ

とはどんなことですか？

・力を入れてこすっているね。

・自分のやり方と友だちのやり方

で違うところはあった？

・報告してよかったことは何かな？

・お友達のすごいな・えらいなと思

ったことはある？

べたべたし

たものは最

後に洗いま

す。

お風呂の中を掃

除する時は中に

入って座って洗

います。

かかととかか

とを合わせて

並べるときれ

いだよ。

強くこすると汚

れがよく落ちる

ということが分

かったから，お

家でもやってみ

ます。

食器洗いは難し

かったから，食

器運びの仕事を

したいです。

靴並べは簡単

だったから，

玄関掃除も一

緒にしてみた

いです。
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４．本時目標

○ 「にこにこ大作戦」で取り組む活動を事前に試みることで，足りない点や改善点に気付き，家

庭で行う本番に生かすための手立てを見つけることができる。 （気付き）

５．本時指導の考え方

手立て１ 計画した活動を事前に試し，アドバイスをもらうグループ交流の場の設定

これまでに家族を楽しませるために準備をしてきている。それを事前にやってみて，見ている友だ

ちからアドバイスをもらう活動には，以下のようなよさがあると考える。

①自分の計画した活動のよさを知り，自信をもつことができる。

②本番での動きに見通しをもち，自信をもって活動することができる。

③足りない点や改善点に気付き，本番までにさらに何が必要かについて考えることができる。

足りない点に子どもたちが気付くには，アドバイスをする友だちの存在が大きい。グループ交流の

メンバーが，自分のよさを生かしたアドバイスができるようなメンバー構成に配慮することが大切で

ある。今回は活動内容をそろえたグループ化を行わず，本番の活動内容がそれぞれ異なっても，自分

のよさが友だちへのアドバイスに発揮できるような子ども同士を組ませる。そうすることで，本番ま

でにしておくべき準備がより具体的になると考える。また，大人数での交流はまだ難しいので，グル

ープは２～３人とする。この人数は，一人あたりの活動を見せる時間を十分に確保する点でも有効で

あると考える。また，アドバイスは主によかった点ともっとよくなる点の２つとする。よかったこと

を教えてもらうことは，本番の成功への自信につながり，改善すべきところを教えてもらうことは，

改善への意欲向上につながると考える。

手立て２ 体験活動を通して得られた自分の気付きを表現する全体交流の場の設定

体験活動で気付いたことを全体交流の場で発表させる。その時に，これから本番までにしなければ

ならないことを必ず入れるようにする。そのことで，グループ交流では出なかったが，自分にもあて

はまる改善点を見つけることができると考える。この全体交流を効果的に進めるために，

①体験活動で的確に見取ったことを生かした意図的指名

②取り組む内容別に、今後の取り組みを見通せる板書

③家族のために行うことを再確認するための発問

の３つの手立てを取り，交流活動を進めたい。①については，グループ交流中の子どもを体験活動の

工夫，アドバイスの内容，家族への思いの３つの視点から見取り，全体交流で意図的指名をし，保護

者への思いにつなげる一助としたい。②は，子どもたちの発表を板書に整理する際，取り組む活動別

にアドバイスを分けて整理していき，自分が何を準備して本番に臨めばいいのかをはっきりさせる手

立てとする。この板書で，自分が直接アドバイスをされなかったことも自分のこととして取り入れる

ことが期待できる。 ③については，全体交流の終盤では，「これだけの準備をするのはなぜだろう。」

という発問を行い，改めて家族が喜んでくれる姿を想像しながら改善点を意識させたい。この全体交

流の話し合いの流れ・板書・家族を喜ばせたいという気持ちの確認が，「きょうのがくしゅうで」を書

く手立てになると考える。

本時仮説

子どもたちが家族のために考えたことがうまくできるために，

①計画した活動を事前に試し，アドバイスをもらうグループ交流の場の設定

②体験活動を通して見つけた改善点を発表する全体交流の場の設定

を行えば，当日までに自分が何をしておくべきかを分かることができるであろう。

目指す子ども像

わたしは，にこにこ大さくせんで本のよみきかせをします。きょうともだちから，もっと大き

なこえでよんだほうがつたわるよといわれました。しっかりよむれんしゅうをして，おうちの人

によろこんでもらいたいです。



６．本時展開

学習の活動と内容 支援

１．本時の流れとめあてを知る。

（１）前時の「きょうのがくしゅうで」を発表

する。

（２）今日の学習の流れを知る。

（３）本時のめあてを知る。

２．グループに分かれ，準備した活動を見せる。

（１）前の時間にもらった家族からの手紙をも

う一度読み返す。

（２）考えた活動を友だちに見せる。

（３）グループの友だちからよかったところと

もっとよくなるところを聞く。

３．グループ交流で気付いたことを，全体交流

で発表する。

４．今日の活動を振り返り，「きょうのがくし

ゅうで」を書き，発表する。

○一人一人のめあてを確認することで，活動の見

通しをもたせる。

○事前に子どもたちの決めた活動を把握してお

く。

○今日の活動につながる前時の「今日の学習で」を

読ませることで，本時の学習の内容につなげる。

○家族の喜んでいる思いを想起することで，体験活

動への意欲につなげる。

○体験活動：お互いの活動を評価し合う活動を行う。

具体的なアドバイスを得るために，グループの友

だちに対して本番通りに行わせる。

よかったところ，もっとよくなるところを中心に

アドバイスするよう伝える。

見取りの視点をもとに，子どもを見取る。

○発問：対話をして，子どもたちの発言を価値付け

アドバイスをする視点をはっきりさせる。

○交流活動：体験活動で得られた改善点や家族への

思いを引き出す。

体験活動の様子の記録をもとに意図的指名を行

う。

○発問：家族のために行うという本来の目的を再確

認できる発問を行う。

○板書の工夫：本時の学習を振り返り，「きょうのが

くしゅうで」につなげる。

子どもの発表を取り組む内容別に分け、整理して

書くことで，自分が何をこれから準備するべきかを

とらえやすくする。

めあて

もっとかぞくによろこんでもらえる「にこ

にこだいさくせん」にしよう。

ぼくは，にこにこ大作戦の作戦その１

で手紙を書きました。作戦その２のお

楽しみを読み聞かせにしました。上手

に読んで喜んでもらいたいです。

ぼくの大好きな

本の読み聞かせ

をしたら，もっ

と声が大きい方

がいいと言われ

ました。

トランプ大会は盛

り上がりそうだけ

ど，最後に勝った

人に賞品を渡すと

もっと盛り上がり

そうだな。

朝の散歩の時

に，通学路のお

もしろいものを

紹介したらいい

と言われたよ。

○○ちゃんも読み

聞かせをするみた

いだから，次の時

間は一緒に練習し

たいな。☆☆くん

は音読が上手だか

ら，聞いてもらお

う。

最後の賞品を渡

すところで，作戦

その１のお手紙

を一緒に渡そう。

実はありがとう

の会だよって言

ったらびっくり

するかな。

一学期の通学路

探検で見つけた

ミントがある場

所を教えてあげ

よう。

○○さんのプレゼントを作るアイデ

ィアはとてもいいね。他の人にも使え

ないかな。

みんながこんなに準備をする

のはなぜでしょう。



７．板書計画

（５/１３）

（７/１３）

（１１/１３）

すごいぞミッケ！ぼく・わたしのかぞく
めあて いえでするしごとをやってみよう

＜きょうのせいかつかの

がくしゅう＞

１めあてをしる。

２じぶんのめあてをみる

３しごとをする。

４みんなではなしあう。

５「きょうのがくしゅう

で」をかく。

れんしゅ
うをして
おうちで
がんばり
ます。

ともだち
にわから
なところ
おしえて
もらう。

おふろそうじ しょっきはこび しんぶんとり りょうりげんかんそう せんたくもの

なかがあらい
にくかったで
す。

なかにはいっ
てあらうとい
いよ。

○○くんはほ
うきがじょう
ずでした。

ほうちょうで
きるのはむず
かしい

たのしかった
です。おうち
でもがんばる

ねこのてにし
たら，いいよ。

かんたんだっ
たよ。おもし
ろそうだよ。

大きいものが
たいへんでし
た。

おぼんをつか
うとたくさん
はこべるよ。

はやく，おう
ちでやってみ
たいなぁ。

○○さんから
じょうずとい
うわれたよ。

おうちのひと
がたすかるか
らするよ。

まえからして
いるから，つ
づけるよ。

したことない
からやってみ
たいでです。

おかあさんが
いそがしそう
だから。

おうちのひと
がよろこんで
くれるから。

たのしそうだ
から，してみ
たいなぁ。

すごいぞ ミッケ！ ぼく・わたしのかぞく

＜きょうのせいかつか

のがくしゅう＞

１．めあてを知る。

２．ぐるうぷではっぴょうして

はなしあう。

３．ぜんいんではなしあい。

４．きょうのがくしゅうでを

かく。

めあて

「わたしに○○○はまかせて！だいさくせん」のほうこくをしよう。

おふろそうじ

しょっきあらい

りょうり

きょうだいのせわ

くつならべ

あどばいすを
もらったから。

つづける かえる

おかあさんがたすか
るから。

もっとじょうずにな
りたいから。

ほめてもらってうれ
しかったから。

きれいになるのが
たのしいから。

ほかのしごとがおもしろ
そうだから，りょうりを
してみたい。

うまくできなかったか
ら，おふろそうじにかえ
る。

まいにちはできないか
ら，しょっきのかたづけ
をしたい。

おみずをいれるのもす
る。

しょっきふきもしたい。

りょうりをはこぶのもし
たい。

ちがうしごともしてみ
たいから，くつならべも
する。

かんたんだったから，げ
んかんそうじもする。

ふやす

きつかったから，くつな
らべにしたい。

たいへんだったから。せ
んたくもののかたづけに
かえる。

めあて もっとかぞくによろこんでもらえる

「にこにこだいさくせん」にしよう。

〈きょうのせいかつかのがくしゅう〉

１めあてをしる。

２ともだちにみてもらって，

もっとよくなるところをきく。

３みんなにはっぴょうする。

４「きょうのがくしゅうで」をかく。

《きょうのがくしゅうで》

① にこにこだいさくせんまでにしておくこと

② ほんばんにむけてのきもち

にこにこだいさくせん

その１：てがみをかく。

その２：よろこんでもらえ

ることをする。

よみきかせ げーむたいかい おんがくかいさんぽ かたもみ

もっと大きな

こえ

すらすらとよむ

しょうひんが

あるといい

つうがくろのお

もしろいところ

しょうかい

だまってもまず

に，ありがとう

をいいながら

みんなでうたえ

るものがいい

すごいぞミッケ！ぼく・わたしのかぞく
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